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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第１四半期連結
累計期間

第64期
第１四半期連結

累計期間
第63期

会計期間
自平成28年６月１日
至平成28年８月31日

自平成29年６月１日
至平成29年８月31日

自平成28年６月１日
至平成29年５月31日

売上高 （千円） 9,458,496 8,699,212 40,187,520

経常利益又は経常損失（△） （千円） 299,943 △99,075 221,186

親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（千円） 179,958 △69,305 △423,136

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 186,542 3,871 △382,955

純資産額 （千円） 3,930,296 3,297,659 3,367,501

総資産額 （千円） 29,521,659 30,947,798 30,305,885

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期（当期）純

損失金額（△）

（円） 28.78 △11.06 △67.58

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 13.3 10.7 11.1

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第63期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。第64期第１四半期連結累計期間及び第63期の潜在株式調整後１株当たり純

利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

　　　　４．第63期第１四半期連結累計期間及び第63期連結会計年度の関連する主要な経営指標等については、誤謬の訂

正による遡及処理の内容を反映させた数値を記載しております。また、過年度の決算訂正を行い、平成29年

10月13日に訂正報告書を提出しております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境が堅調に推移し緩やかな回復基調にあ

るものの、海外では不安定な政治動向や地政学リスクの高まりなど、景気の先行きは依然として不透明な状況で

あります。

　このような状況のもと、当社グループは平成29年６月１日より持株会社体制に移行し、新たな体制のメリット

を活かした「新ビジネスの構築（新化）」と「既存ビジネスの充実（深化）」を基本戦略とした中期経営計画

「TO Future Plan（TFP）」をスタートいたしました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高が8,699百万円（前年同期比△8.0％減）、営業損失は

101百万円（前年同期は271百万円の営業利益）、経常損失は99百万円（前年同期は299百万円の経常利益）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は69百万円（前年同期は179百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となり

ました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　木材事業におきましては、住宅着工件数の増加に伴い建築資材の販売は堅調に推移したものの、原材料価格の

上昇など原価増加分の販売価格への転嫁が遅れていることなどにより営業利益は前年同期を下回りました。

　この結果、売上高は2,330百万円（前年同期比1.7％増）、営業損失は62百万円（前年同期は29百万円の損失）

となりました。

　流通事業におきましては、平成29年６月に株式会社テーオーリティリングがイエローグローブ恵庭店（北海道

恵庭市）を開店するなど販売力の強化に取り組んだものの、耐久消費財に対する消費マインドが低迷しているこ

となどにより利益率が低い状態で推移しました。。

　この結果、売上高は3,701百万円（前年同期比0.4％増）、営業損失は８百万円（前年同期は１百万円の損失）

となりました。

　住宅事業におきましては、新築戸建住宅の受注着工件数は増加しているものの、引き渡し件数の減少により売

上高、営業利益とも前年を下回りました。

　この結果、売上高は166百万円（前年同期比76.6％減）、営業損失は20百万円（前年同期は255百万円の利益）

となりました。

　建設事業におきましては、工事受注は件数が順調に推移しておりますが、当連結会計期間における引き渡し実

績は大幅に減少しております。

　この結果、売上高は22百万円（前年同期比96.0％減）、営業利益は１百万円（同89.8％減）となりました。

　不動産賃貸事業におきましては、売上高は128百万円（同0.9％増）、営業利益は47百万円（同11.3％減）とな

りました。

　自動車関連事業におきましては、軽自動車を中心に新車の販売台数が増加し、売上高、営業利益とも当初計画

のとおり推移しております。

　この結果、売上高は2,055百万円（同15.1％増）、営業損失は18百万円（前年同期は11百万円の損失）となりま

した。

　スポーツクラブ事業におきましては、売上高は42百万円（前年同期比2.3％増）、営業損失は9百万円（前年同

期は７百万円の損失）となりました。

 

（2）財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計期間末に比べ641百万円増加し30,947百万円となりま

した。主な要因としましては、商品及び製品が98百万円及び未成工事支出金が392百万円それぞれ増加したことな

どによるものであります。

負債合計は前連結会計期間末に比べ711百万円増加し27,650百万円となりました。主な要因としましては、長期

借入金が595百万円減少したものの、短期借入金が1,263百万円増加したことなどによるものであります。

純資産は69百万円減少し3,297百万円となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年10月16日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 8,926,896 8,926,896
東京証券取引所ＪＡＳＤ

ＡＱ（スタンダード）
単元株式数100株

計 8,926,896 8,926,896 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年６月１日～

平成29年８月31日
－ 8,926,896 － 1,775,640 － 1,167,443

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　2,662,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,261,000 62,610 －

単元未満株式 普通株式　2,996 － －

発行済株式総数 8,926,896 － －

総株主の議決権 － 62,610 －

 

②【自己株式等】

平成29年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社テーオーホール

ディングス

北海道函館市港町三丁目

18番15号
2,615,300 － 2,615,300 29.30

（相互保有株式）

小泉建設株式会社

北海道函館市昭和三丁目

36番13号
47,600 － 47,600 0.53

計 － 2,662,900 － 2,662,900 29.83

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　   当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年６月１日から平

成29年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成29年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第63期連結会計年度　　新日本有限責任監査法人

　第64期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　有限責任監査法人トーマツ
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,358,904 1,186,013

受取手形及び売掛金 2,925,827 2,964,230

営業貸付金 993,941 975,725

商品及び製品 4,808,075 4,906,646

販売用不動産 2,193,755 2,271,089

原材料及び貯蔵品 1,430,839 1,514,983

未成工事支出金 126,393 519,205

その他 847,369 933,236

貸倒引当金 △141,107 △155,153

流動資産合計 14,543,999 15,115,977

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,941,739 3,880,061

賃貸用資産(純額) 3,639,711 3,672,565

土地 4,254,652 4,254,652

その他（純額） 1,904,593 1,960,978

有形固定資産合計 13,740,698 13,768,258

無形固定資産   

のれん 191,365 179,344

その他 299,812 296,983

無形固定資産合計 491,178 476,328

投資その他の資産   

投資有価証券 676,454 682,855

その他 1,150,359 1,205,133

貸倒引当金 △296,807 △300,754

投資その他の資産合計 1,530,008 1,587,233

固定資産合計 15,761,885 15,831,821

資産合計 30,305,885 30,947,798

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,615,035 5,450,084

短期借入金 10,342,349 11,605,385

未払法人税等 154,588 47,890

引当金 229,587 268,108

その他 1,701,590 2,001,794

流動負債合計 18,043,154 19,373,263

固定負債   

長期借入金 5,809,913 5,214,788

退職給付に係る負債 881,475 874,753

役員退職慰労引当金 105,838 86,220

その他 2,098,002 2,101,113

固定負債合計 8,895,229 8,276,875

負債合計 26,938,383 27,650,139
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年８月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,775,640 1,775,640

資本剰余金 1,944,288 1,944,288

利益剰余金 1,235,188 1,089,347

自己株式 △1,288,310 △1,288,310

株主資本合計 3,666,806 3,520,965

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △30,335 △6,269

退職給付に係る調整累計額 △268,969 △217,036

その他の包括利益累計額合計 △299,304 △223,305

純資産合計 3,367,501 3,297,659

負債純資産合計 30,305,885 30,947,798
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年８月31日)

売上高 9,458,496 8,699,212

売上原価 7,288,334 6,728,213

売上総利益 2,170,162 1,970,999

販売費及び一般管理費 1,898,427 2,072,910

営業利益又は営業損失（△） 271,734 △101,910

営業外収益   

受取利息 844 179

受取配当金 11,722 10,654

受取保険金 16,973 7,539

受取補償金 27,644 －

その他 31,631 42,200

営業外収益合計 88,816 60,575

営業外費用   

支払利息 45,757 46,566

その他 14,849 11,173

営業外費用合計 60,607 57,740

経常利益又は経常損失（△） 299,943 △99,075

特別利益   

固定資産売却益 2,808 －

特別利益合計 2,808 －

特別損失   

固定資産除却損 4,318 －

固定資産売却損 3,180 －

特別損失合計 7,499 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
295,252 △99,075

法人税、住民税及び事業税 63,551 42,428

法人税等調整額 51,741 △72,198

法人税等合計 115,293 △29,769

四半期純利益又は四半期純損失（△） 179,958 △69,305

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
179,958 △69,305
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 179,958 △69,305

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △8,345 21,244

退職給付に係る調整額 14,929 51,932

その他の包括利益合計 6,584 73,176

四半期包括利益 186,542 3,871

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 186,542 3,871
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　１　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成29年５月31日）

　　当第１四半期連結会計期間

（平成29年８月31日）

受取手形割引高 1,418,101千円 1,227,220千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

　　 （自　平成28年６月１日

　　　 至　平成28年８月31日）

当第１四半期連結累計期間

　　 （自　平成29年６月１日

　　　 至　平成29年８月31日）

　減価償却費 194,323千円 230,843千円

　のれんの償却額 11,475千円 11,475千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成28年８月31日）

配当金支払額

 

（決議）
株式の種類 配当金の総額

１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月25日

定時株主総会
普通株式 63,115千円 10円 平成28年５月31日 平成28年８月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成29年８月31日）

配当金支払額

 

（決議）
株式の種類 配当金の総額

１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月24日

定時株主総会
普通株式 62,639千円 10円 平成29年５月31日 平成29年８月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成28年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

 木材 流通 住宅 建設
不動産

賃貸

自動車

関連

スポーツ

クラブ
計

売上高         

外部顧客への売上高 2,291,623 3,685,886 711,744 556,239 127,704 1,786,260 41,688 9,201,146

セグメント間の内部売

上高又は振替高
56,410 － 54 8,315 2,490 － － 67,270

計 2,348,033 3,685,886 711,798 564,554 130,195 1,786,260 41,688 9,268,417

セグメント利益又は損失

（△）
△29,674 △1,197 255,991 12,585 53,067 △11,499 △7,933 271,340

 

   

 
その他

（注）
合計

売上高   

外部顧客への売上高 257,349 9,458,496

セグメント間の内部売

上高又は振替高
7,638 74,908

計 264,987 9,533,404

セグメント利益又は損失

（△）
16,268 287,607

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ケアサービス事業等を含んでおりま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

　報告セグメント計 271,340

　「その他」の区分の利益 16,268

　セグメント間取引消去 △656

　全社費用（注） △15,216

　四半期連結損益計算書の営業損失 271,734

　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成29年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

 木材 流通 住宅 建設
不動産

賃貸

自動車

関連

スポーツ

クラブ
計

売上高         

外部顧客への売上高 2,330,134 3,701,986 166,813 22,064 128,897 2,055,600 42,650 8,448,148

セグメント間の内部売

上高又は振替高
10,372 － － 66,400 91,398 － － 168,170

計 2,340,507 3,701,986 166,813 88,464 220,295 2,055,600 42,650 8,616,319

セグメント利益又は損失

（△）
△62,858 △8,464 △20,156 1,281 47,060 △18,256 △9,186 △70,581

 

   

 
その他

（注）
合計

売上高   

外部顧客への売上高 251,063 8,699,212

セグメント間の内部売

上高又は振替高
123,030 291,200

計 374,093 8,990,413

セグメント利益又は損失

（△）
△37,094 △107,675

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、持株会社である当社の経営指導及び

ケアサービス事業等が含まれます。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

　報告セグメント計 △70,581

　「その他」の区分の損失 △37,094

　セグメント間取引消去 5,765

　四半期連結損益計算書の営業損失 △101,910
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（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

当社は平成29年６月１日にて会社分割を実施し、持株会社体制へ移行しました。同日付で平成29年４月14日付で

締結した吸収分割契約に基づき、当社が営む木材事業及び住宅事業を株式会社テーオーフォレスト、流通事業を株式

会社テーオーデパート及び株式会社テーオーリテイリング、介護事業及びスポーツクラブ事業を株式会社テーオー総

合サービスへ承継させました。なお、承継した各社はすべて当社の100％子会社であります。また、同日付で当社は

商号を株式会社テーオーホールディングスに変更しております。

 

１．取引の概要

(1)対象となった事業の内容

　　　　木材事業、流通事業、住宅事業、介護事業及びスポーツクラブ事業

 

(2)企業結合日

　　　　平成29年６月１日

 

(3)企業結合の法的形式

　　　　当社を分割会社とし、当社の100％子会社である株式会社テーオーフォレスト、株式会社テーオーデパート、株

式会社テーオーリテイリング及び株式会社テーオー総合サービスを承継会社とする吸収分割です。

 

(4)結合後企業の名称

　　　　株式会社テーオーフォレスト

　　　　株式会社テーオーデパート

　　　　株式会社テーオーリテイリング

　　　　株式会社テーオー総合サービス

 

(5)その他取引の概要に関する事項

当社グループは、「テーオーグループに関わる全ての人を物心ともに豊かにし、社会に貢献する」ことを経営

理念に掲げ、地域社会に密着した事業を展開してまいりました。

平成25年６月よりスタートした中期経営計画「テーオー・アドヴァンス・プラン（TAP）」において、成長戦略

の一環としてM&A活用による業容拡大と、既存事業領域の絶えざる変革によるコア事業の強化を基軸として、持続

的成長に資する各種施策を展開してまいりました。

今後、成長を一層加速・定着させ、グループ全体の企業価値を最大化するために、経営体制の再構築が必要で

あると判断し、持株会社体制へ移行することといたしました。

 

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき、共

通支配下の取引として処理しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成28年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年６月１日
至　平成29年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
28円78銭 △11円06銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

179,958 △69,305

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

179,958 △69,305

普通株式の期中平均株式数（株） 6,253,953 6,263,969

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株

当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　 該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社テーオーホールディングス(E03169)

四半期報告書

16/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年10月16日

株式会社テーオーホールディングス

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 瀬戸　　卓　　　　印

 

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 五十嵐　康彦　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テー

オーホールディングスの平成29年６月１日から平成30年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29

年６月１日から平成29年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成29年８月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テーオーホールディングス及び連結子会社の平成29年８月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成29年５月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係

る訂正後の四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の訂正後の連結財務諸表は、それぞれ前任監査人によって四半期レ

ビュー及び監査が実施されている。前任監査人は当該訂正後の四半期連結財務諸表に対して平成29年10月13日付で無限定

の結論を表明しており、また、当該訂正後の連結財務諸表に対して平成29年10月13日付で無限定適正意見を表明してい

る。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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